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第
十
六
回 

通
常
総
代
会

五
島（
し
ま
）と
共
に
五
島（
し
ま
）と
生
き
る

当
Ｊ
Ａ
は
六
月
二
十
七
日
、
カ
ン
パ
ー
ナ
ホ
テ
ル

（
五
島
市
東
浜
町
一
丁
目
）
で
第
十
六
回
通
常
総
代

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
な

さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の

結
果
、
提
出
し
た
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
、
橋
詰
覺
組
合
長
は
、
初
め
て
販
売
高

五
十
億
円
を
達
成
し
た
平
成
二
十
八
年
度
を
振
り
返

る
と
と
も
に
「�
五
島
と
共
に
五
島
と
生
き
る
�
を

旗
印
に
、
農
業
所
得
の
向
上
、
五
島
の
く
ら
し
へ
の

貢
献
、
組
織
・
経
営
基
盤
の
強
化
を
目
標
に
、
組
合

員
や
地
域
の
皆
様
と
共
に
協
同
の
力
で
五
島
が
元
気

に
な
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
」
と
二
十
九
年
度
へ
の
決
意
を
力
強
く
語

り
ま
し
た
。

●
Ｊ
Ａ
ご
と
う
平
成
二
十
八
年
度
の
出
来
事

販売事業取扱高推移
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1項事告報

議決帯附

第第第第第第第第第第第第第第第第11111111111111116666666666666666回回回回回回回回回回回回回回回回通通通通通通通通通通通通通通通通常常常常常常常常常常常常常常常常総総総総総総総総総総総総総総総総代代代代代代代代代代代代代代代代会会会会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議議議議案案案案案案案案案案案案案案案案
平成28年度貸借対照表、損益計算書及び注記表の内容並びに全国監査機構の監査報告及び監事
の監査報告について

平成28年度事業報告及び剰余金処分案承認の件第1号議案
平成28年度の事業報告内容をご説明し、ご承認をお願いいたします。
あわせて、当期の未処分剰余金について法定事項の所要の積立その他当組合定款に基づく積立金並びに配当として

処分を行い、残余を繰り越すことのご承認をお願いするものです。

平成29年度事業計画設定の件第2号議案
平成29年度の事業計画のご承認をお願いするものです。
ただし、年度途中において事業計画の変更が生じた場合でも、軽微な変更でかつ組合員に特別の負担を伴わない限

りにおいては、理事会に一任願います。

固定資産取得・処分の件第3号議案
管内農業の深耕と魅力ある事業展開を維持するために、自己資本の基準の維持と施設の有効活用を念頭に置きなが

ら、固定資産の取得・改善等についてご承認をお願いするものです。
ただし、具体的な取得・処分の時期及び金額については、理事会に一任願います。
なお、年度途中において取得・処分計画に変更が生じた場合でも、軽微な変更で、かつ組合員に特別の負担を伴わ

ない限りは、理事会に一任願います。

平成29年度理事及び監事の報酬支給額決定の件第4号議案
役員の報酬については、昨年度の支給実績及び事業実績、経済情勢の変化等諸般の事情を踏まえ提案しております。
理事の報酬は総額39，000千円以内とし、各理事の支給額及び支給方法については理事会に一任します。なお、理事

は22名であります。
監事の報酬は総額9，580千円以内とし、各監事の支給額及び支給方法については監事の協議に一任します。なお、

監事は5名であります。

平成29年産米麦等のバラ検査及び抽出検査に関する権限委任の件第5号議案
売渡し米麦等の検査に際し発生した刺米等の受領及び処理について、その取扱いに関する一切の権限を組合に委任

することをお願いするものです。

全国農業協同組合連合会が行う農業経営事業に関する同意の件第6号議案
全国農業協同組合連合会（以下「全農」という）は、農協事業の補完的な位置づけとして、「担い手を育成するた

めの研修を行う農業経営」、「担い手に経営を引継ぐまでの一時的な農業経営」、「地域畜産ブランドを維持することに
より地域の生産者に貢献する農業経営」を行うため、農業経営規程を設置し肉用牛肥育経営に取組むこととしていま
す。
全農が農業経営を実施するためには農協法第11条の50に基づく会員農協の同意が必要なことから、当組合として全

農が農業経営事業を行うことについて同意することのご承認をお願いするものです。

役員選任の件第7号議案
本総代会の終結をもって理事及び監事全員が任期満了となります。
つきましては、理事22名、監事5名の選任をお願いいたします。なお、監事の議案につきましては、監事の過半数

の同意を得ております。

役員退職慰労金支給の件第8号議案
本総代会の終結をもって退任される役員並びに平成28年度に退任された役員に対し、それぞれ在任中の労に報いる

ため、退職慰労金を支給することといたします。
支給総額は18，030千円以内とし、支給額は役員退職慰労金支給規程により算出し、支給時期・方法は理事会に一任

願います。

この総代会において決議された事項で、権利義務に関しない軽微な事項、字句の修正及び行政庁の
指示による修正は理事会に一任願います。
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平
成
二
十
九
年
度
第
二
回
理
事
会
平
成
二
十
九
年
六
月
七
日
㈬
開
催

平
成
二
十
九
年
度
第
三
回
理
事
会
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日
㈫
開
催

役

員

紹

介

第
十
六
回
通
常
総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
役
員
。
総
代
会
終
了

後
に
開
催
し
た
第
三
回
理
事
会
で
代
表
理
事
等
を
選
任
、
監
事

会
で
代
表
監
事
・
常
勤
監
事
を
左
記
の
通
り
定
め
ま
し
た
。

代
表
理
事
組
合
長

橋
詰

覺

代
表
理
事
専
務

中
山

貞
義

代
表
理
事
常
務

家
永

嘉
弘

代
表
理
事
常
務

田
口

勇

理
事

熊
川

甚
一

理
事

麥
田

幸
弘

理
事

奈
留

敏
弘

理
事

山
口

茂
明

理
事

谷
合

博

理
事

平

康
明

理
事

松
下

充

理
事

谷
川

辰
善

理
事

小
島

利
幸

理
事

寺
内

和
彦

理
事

増
田

博

理
事

山
村

徳
郎

理
事

本
谷

俊
行

理
事

寺
脇

政
善

理
事

馬
場
嵜
奈
津
子

理
事

中
村
喜
美
代

理
事

中
村

正
子

理
事

前
田
須
磨
子

代
表
監
事

野
口

寿
生

常
勤
監
事

杉
本

甚
喜

監
事

四
辻

嘉
之

監
事

幹

保
孝

監
事（
員
外
）

友
岡

正
庸

次
第1

議
案
事
項

議
案
№
1

第
十
六
回
通
常
総
代
会
運
営
要
領（
案
）に
つ
い
て

議
案
№
2

総
代
会
招
集
及
び
通
知
内
容
並
び
に
総
代
会
参
考

書
類
決
定
の
件

議
案
№
3

第
十
六
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
に
つ
い
て
【
総

代
会
議
案
事
項
】

議
案
№
4

決
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余

金
処
分
案
、
注
記
表
及
び
事
業
報
告
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明

細
表
）
及
び
部
門
別
損
益
計
算
書
承
認
の
件
【
総
代
会
報
告
・

議
案
事
項
】

議
案
№
5

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件
【
総
代
会

議
案
事
項
】

議
案
№
6

固
定
資
産
の
取
得
処
分
の
件
【
総
代
会
議
案
事

項
】

議
案
№
7

役
員
選
任
の
件
【
総
代
会
議
案
事
項
】

議
案
№
8

役
員
退
職
慰
労
金
支
給
の
件
【
総
代
会
議
案
事

項
】

議
案
№
9

職
員
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
№
10

個
人
情
報
保
護
方
針
等
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
№
11

平
成
二
十
九
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
実
践
計
画
に
つ
い
て

議
案
№

そ
の
他

2

報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
2

産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
四
月
末
実
績
に
つ

い
て

報
告
№
3

平
成
二
十
九
年
度
五
〜
六
月
期
県
内
家
畜
市
場
市

況
に
つ
い
て

報
告
№
4

平
成
二
十
九
年
四
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
5

地
区
別
総
代
説
明
会
の
主
な
質
疑
・
回
答
に
つ
い

て報
告
№
6

平
成
二
十
八
年
度
第
4
四
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
7

平
成
二
十
八
年
度
第
4
四
半
期
苦
情
・
相
談
等
対

応
状
況
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
8

平
成
二
十
八
年
度
内
部
監
査
年
間
業
務
活
動
報
告

に
つ
い
て

報
告
№
9

平
成
二
十
八
年
度
下
期
監
事
監
査
の
結
果
に
つ
い

て報
告
№
10

貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
№
11

第
十
一
回
宮
城
全
共
五
島
地
区
代
表
牛
選
考
会
の

結
果
に
つ
い
て

報
告
№

そ
の
他

1

議
案
事
項

議
案
№
1

仮
議
長
選
任
に
つ
い
て

議
案
№
2

役
付
理
事
及
び
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

1
）
役
付
理
事

2
）
代
表
理
事

議
案
№
3

役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
時
期
・
方
法
に
つ
い
て

議
案
№
4

平
成
二
十
九
年
度
理
事
の
報
酬
支
給
額
及
び
支
給

方
法
に
つ
い
て

議
案
№
5

委
員
会
設
置
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
№
6

専
門
委
員
会
及
び
子
会
社
役
員
の
構
成
に
つ
い
て

議
案
№
7

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

①
Ｊ
Ａ
ご
と
う
賃
貸
牛
舎
新
築
工
事

②
Ｊ
Ａ
ご
と
う
第
二
子
牛
共
同
育
成
施
設
新
築
工
事

③
Ｊ
Ａ
ご
と
う
第
二
子
牛
共
同
育
成
施
設
敷
地
造
成
工
事

2

報
告
事
項

報
告
№
1

理
事
研
修
受
講
に
つ
い
て

報
告
№
2

第
十
一
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
「
長
崎
代
表

牛
」
選
考
会
の
応
援
に
つ
い
て

報
告
№
3

役
員
研
修
旅
行
に
つ
い
て
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青
年
部
が
各
地
で
食
農
教
育
活
動
を
展
開

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
福
江
支
部
は
五
月
二
十
六
日
、
五
島
市
立
奥
浦
小
学
校

の
児
童
と
共
に
、
同
校
の
敷
地
内
に
あ
る
畑
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え

ま
し
た
。
取
り
組
み
は
毎
年
恒
例
の
食
農
教
育
活
動
と
な
っ
て
い
て
、
児

童
は
苗
植
え
か
ら
収
穫
、
五
島
の
郷
土
料
理
『
か
ん
こ
ろ
餅
』
作
り
ま
で

を
体
験
し
ま
す
。

植
え
た
苗
は
約
三
五
〇
本
、
青
年
部
や
Ｊ
Ａ
職
員
に
指
導
を
受
け
た
児

童
は
競
う
よ
う
に
作
業
。
Ｊ
Ａ
職
員
が
手
作
り
し
た
先
端
の
と
が
っ
た
竹

の
棒
を
使
い
、
マ
ル
チ
を
張
っ
た
畝
に
、
苗
を
一
本
ず
つ
体
重
を
か
け
な

が
ら
挿
し
て
い
き
ま
し
た
。

作
業
を
終
え
て
児
童
は
「
毎
年
、
苗
植
え
を
し

て
る
け
ど
、
初
め
て
竹
を
使
っ
て
み
て
、
簡
単
で

や
り
や
す
か
っ

た
」「
竹
で
植

え
る
の
は
気
持

ち
良
か
っ
た
、

楽
し
い
」
な
ど

と
話
し
て
い
ま

し
た
。

児
童
は
収
穫

ま
で
水
や
り
や

除
草
作
業
を
行

い
、
実
り
の
秋

を
今
年
も
楽
し

み
に
待
ち
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
西
部
・
三

井
楽
支
部
は
六
月
九
日
、
五

島
市
立
浜
窄
小
学
校
の
全
児

童
八
名
と
と
も
に
サ
ツ
マ
イ

モ
の
苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

同
校
の
敷
地
内
に
あ
る
畑
で
、

青
年
部
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
に
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
鍬
で
畝

を
立
て
、
苗
を
植
え
て
水
や
り
を
し
ま
し
た
。

同
校
で
は
毎
年
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
地
元
農

家
や
Ｊ
Ａ
職
員
を
招
い
て
定
植
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
残
念
な
が
ら
不
作
に
終
わ
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
。

今
年
は
品
種
を
変
え
、
畝
を
高
く
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
職

員
は
「
汗
を
か
い
て
気
持
ち
を
込
め
て
植
え
て
く
だ
さ

い
。
イ
モ
に
も
愛
情
は
伝
わ

り
ま
す
」
と
豊
作
を
願
い
、

児
童
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

作
業
を
終
え
て
児
童
は
部

員
ら
に
「
今
日
教
え
て
頂
い

た
こ
と
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
に
、
水
や
り
や
草
取
り
を

忘
れ
ず
に
頑
張
り
ま
す
。
た

く
さ
ん
と
れ
る
よ
う
に
お
世

話
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

当ＪＡ青年部崎山支部は五島市立崎山小学校
の児童とともに小麦の収穫をしました。活動は
種まきから収穫、うどん作りまでを行う毎年恒
例の取り組みとなっています。

奥

浦

小

学

校

浜

窄

小

学

校

校学小山崎
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・・ 7

区

総
合
評
価
群
種
牛
群

月
齢
十
七
ヶ
月
以
上
二
十
四
ヶ
月
未
満
（
基
準
日：

九
月
七
日
）

13頭、長崎県代表牛選考会へ
肉用牛の島としての誇りを胸に臨む

氏名

中尾喜代弘

平山 栄樹

境 勝典

大里 久昭

平 康明

平 康明

角田 啓

橋本 勝治

橋口 権助

古川 広見

木村 秀和

中尾喜代弘

荒木 善弘

地区

崎山

本山

崎山

崎山

富江

富江

玉之浦

福江

山内

上五島

久賀

崎山

本山

曽祖父

安平

平茂勝

安平

安福久

福之国

金幸

金鶴

安平

隆桜

糸福（大分）

平茂勝

百合茂

紋次郎

母の父

勝忠平

金幸

百合茂

福華1

百合茂

安糸福

平茂勝

勝忠平

安平

安福久

安福久

安福久

平茂晴

父牛

平茂晴

平茂晴

平茂晴

平茂晴

平茂晴

平茂晴

平茂晴

平茂晴

平茂晴

金太郎3

金太郎3

金太郎3

金太郎3

名号

みどり

あやたか

かずこ

はなはる

みよこ

あいこ

はるひろ

なみえ

ゆかり

ひさみ

よしこ

かずよ

むさし

区

若
雌
の
1

若
雌
の
2

繁
殖
雌
牛
郡

総
合
評
価
群

2
区

3
区

5
区

7
区

ごとう 6
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ご
と
う
和
牛
能
力
向
上
推
進
委
員

会
は
六
月
六
日
、
五
島
家
畜
市
場
で

五
島
地
区
代
表
牛
選
考
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
四
つ
の
区
に
管
内
各
地
よ

り
厳
し
い
条
件
を
満
た
す
選
り
す
ぐ

り
の
二
一
頭
が
出
品
、
一
三
頭
の
五

島
地
区
代
表
牛
を
選
び
ま
し
た
。
代

表
牛
は
七
月
七
日
開
催
の
県
選
考
会

へ
出
品
さ
れ
ま
す
。

今
年
九
月
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ

る
第
十
一
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

に
長
崎
県
代
表
と
し
て
出
品
す
る
牛

を
決
め
る
県
選
考
会
へ
の
切
符
を
か

け
た
地
区
選
考
会
。審
査
委
員
は「
出

品
牛
全
頭
が
発
育
良
好
、
品
位
と
か

骨
味
と
い
う
点
で
代
表
牛
を
決
定
し

た
」
と
報
告
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
橋
詰
覺
組
合
長
は

「
五
島
の
名
牛
が
出
揃
っ

た
。
管
理
が
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
事
故
の
無
い

よ
う
に
全
頭
九
月
の
宮
城

ま
で
行
け
る
よ
う
に
」
と

代
表
と
な
っ
た
農
家
を
激

励
。
代
表
と
な
っ
た
畜
産

農
家
は
「
肉
用
牛
の
島
と

し
て
の
誇
り
と
自
信
を
胸

に
、
五
島
牛
の
名
声
を
更

に
高
め
る
」
と
決
意
表
明
、

全
共
出
品
を
か
け
て
県
選

考
会
に
臨
み
ま
す
。

平成29年度
全国和牛能力共進会

五島地区代表牛選考会

月齢14ヶ月以上17ヶ月未満（基準日：9月7日）

若雌の１2 区

3産以上（5頭1セット）
繁殖雌牛群5 区

月齢17ヶ月以上20ヶ月未満
（基準日：9月7日）

若雌の２3 区

ごとう7



当
Ｊ
Ａ
き
ゅ
う
り
部
会
は
六
月
九

日
、
Ｊ
Ａ
本
店
に
て
平
成
二
十
八
年

産
出
荷
実
績
の
報
告
や
二
十
九
年
産

出
荷
計
画
を
協
議
す
る
役
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
計
画
対
比
一
二
二
％

と
好
調
だ
っ
た
二
十
八
年
産
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
本
格
的
な
出
荷
が

始
ま
っ
た
二
十
九
年
産
の
出
荷
計
画

を
協
議
。
七
月
か
ら
の
最
盛
期
を
前

に
機
運
を
高
め
ま
し
た
。

管
内
の
昨
年
産
キ
ュ
ウ
リ
に
つ
い

て
Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
出
荷
実
績
が
初

め
て
八
〇
〇
㌧
を
超
え
る
良
い
成
績

だ
っ
た
」
と
話
す
一
方
、
地
区
で
反

収
に
ば
ら
つ
き
が
出
た
こ
と
を
懸
念

し
て
い
ま
し
た
。

今
年
産
は
一
一
八
名
で
九
・
八
㌶

（
昨
年
一
〇
・
六
㌶
）
を
栽
培
、
初

出
荷
は
四
月
二
十
一
日
で
し
た
。
生

産
者
は
「
農
家
ご
と
に
病
害
虫
の
発

生
や
生
育
に
大
き
な
差
が
あ
る
よ
う

に
思
う
。
畑
を
巡
回
し
て
指
導
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
Ｊ
Ａ
担
当
者
に
要

請
し
て
い
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
高
菜
部
会
は
平
成
二
十
八
年

度
産
タ
カ
ナ
の
出
荷
実
績
報
告
や
二
十

九
年
度
産
タ
カ
ナ
の
生
産
計
画
を
協
議

す
る
出
荷
反
省
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

需
要
が
高
ま
る
も
生
産
量
が
増
加
し
な

い
タ
カ
ナ
。
二
十
九
年
度
産
は
買
取
金

額
の
値
上
げ
と
運
賃
助
成
を
起
爆
剤
に
、

作
付
面
積
八
〇
㌶
を
確
保
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

五
島
産
タ
カ
ナ
は
Ｊ
Ａ
の
加
工
施
設

に
生
産
者
が
運
び
込
ん
だ
タ
カ
ナ
を
Ｊ

Ａ
が
買
い
取
り
、
一
次
加
工
し
た
後
、

漬
物
業
者
に
販
売
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
は
買

取
金
額
の
値
上
げ
に
加
え
、
加
工
施
設

か
ら
一
定
距
離
離
れ
た
生
産
者
へ
運
賃

を
助
成
す
る
こ
と
で
作
付
面
積
拡
大
を

図
り
ま
す
。

需
要
の
高
ま
り
に
反
し
て
作
付
面
積

の
減
少
が
続
く
五
島
産
タ
カ
ナ
。
二
十

五
年
度
産
は
八
五
㌶
で
三
七
六
〇
㌧
生

産
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
十
八
年
度
産

は
七
五
㌶
で
二
四
八
三
㌧
と
落
ち
込
ん

で
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
八
〇
㌶
は
目
標
の

最
低
ラ
イ
ン
。
買
取
金
額
の
値
上
げ
と
、

運
賃
助
成
を
農
家
の
皆
さ
ん
に
周
知
徹

底
し
、
是
が
非
で
も
面
積
を
確
保
し
た

い
」
と
力
強
く
面
積
拡
大
へ
の
決
意
を

語
っ
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
は
六
月
二
十
日
、
Ｊ
Ａ
本
店

で
平
成
二
十
八
年
度
産
秋
冬
と
二
十
九

年
度
産
春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
出
荷
実
績

報
告
な
ど
を
す
る
出
荷
反
省
会
を
行
い

ま
し
た
。
二
十
八
年
度
産
秋
冬
は
一
玉

当
た
り
の
単
価
が
前
年
度
に
比
べ
、
最

大
で
約
一
二
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

集
荷
方
法
の
変
更
が
農
家
所
得
の
向
上

に
繋
が
っ
た
と
担
当
者
は
分
析
し
て
い

ま
す
。

二
十
八
年
度
秋
冬
よ
り
、
こ
れ
ま
で

Ｊ
Ａ
選
果
場
が
担
っ
て
き
た
カ
ッ
ト
作

業
（
出
荷
規
格
の
長
さ
に
茎
を
切
り
揃

え
る
）
を
多
く
の
農
家
が
収
穫
時
に
行

う
こ
と
で
選
果
場
の
作
業
効
率
が
上
が

り
、
選
果
場
は
選
果
選
別
に
集
中
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
一
〇
㌃
当
た
り
の

出
荷
玉
実
績
が
以
前
は
三
七
〇
〇
玉
ほ

ど
あ
り
ま
し
た
（
二
十
八
年
度
産
秋
冬

は
二
七
八
五
玉
）。
生
産
者
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
年
度
秋
冬
の
作

付
け
品
種
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
土

づ
く
り
な
ど
一
〇
㌃
当
た
り
収
量
の
向

上
に
向
け
て
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま

す
」
と
更
な
る
農
家
所
得
向
上
へ
方
策

を
検
討
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

出荷計画を協議して機運を高めました
－きゅうり部会役員会－

買買取取金金額額値値上上げげ・・運運賃賃助助成成��－高菜出荷反省会－

効効率率アアッッププでで所所得得向向上上 －ブロッコリー出荷反省会－

※一部地域
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旧 任
役 職

部長兼企画管理課長兼旅行センター長

債権保全課室長
企画管理課兼旅行センター補助

金融課
営農課 三井楽肥育牛舎（臨時）
堆肥センター（臨時）
SS本店（臨時）

総務部付育休（臨時）
債権保全兼コンプライアンス
管理金融課（よう員）
営農経済課
総務部付（臨時）
玉之浦SS（臨時）
営農指導課長
農政組織課（よう員）
農産課（人夫）
農産課（人夫）
支店長兼管理金融課長
管理金融課係長
総務課出納
総務部付（臨時）
大津出張所 貯金
玉之浦出張所 係長 共済 LA
生活課
営農経済課 LPG（臨時）

所 属

総務部

審査保全室
総務部

金融部
三井楽支店
畜産部
経済部

総務部
審査保全室
西部支店
上地区営農経済生活センター
総務部
玉之浦出張所
農産園芸部
農産園芸部
農産園芸部
農産園芸部
富江支店
福江支店
総務部
総務部
福江支店
西部支店
経済部
上地区営農経済生活センター

新 任
役 職

総務部長兼企画管理課長兼審査保全室長
企画管理課兼旅行センター長（主任）

総務課 庶務（臨時）
債権保全課係長 債権保全兼コンプライアンス
債権保全課 事務管理（よう員）
生活課 購買事務兼電器
農業資材課 購買事務（臨時）
SS本店（臨時）
営農指導課長兼 JAファーム
販売課（よう員）
販売課（臨時）
農政組織課（臨時）
支店長
管理金融課課長
管理金融課出納
大津出張所 貯金（臨時）
管理金融課 貯金
岐宿出張所 係長 共済
購買兼 LPG
購買兼 LPG（臨時）

所 属
【平成29年6月26日付】
依願退職
【平成29年6月27日発令】
総務部

【平成29年6月30日付】
依願退職
依願退職
依願退職
依願退職
【平成29年7月1日発令】
総務部
審査保全室

経済部

農産園芸部

富江支店

福江支店

西部支店

上地区営農経済生活センター

氏 名

杉本 甚喜

野口 敏明
山口 重章

南 泰星
平岡 博敏
白濱佳代美
田中 新二

松本 千春
田口 司
山田美由紀
森田竜之介
三尾 望
谷口 憲彦
今道 拓也
今利 誠
谷川美智雄
平尾 幸人
出口 雄一
橋本美代子
谷川 露子
中村 夏季
野原 菜那
川上 雄二
大水 佳裕
本谷 卓也

平成29年度 臨時異動
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当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

『
家
の
光
』料
理
講
習
会
を
管
内
の
四
カ
所（
三

井
楽
、
大
津
、
富
江
、
上
五
島
）
で
開
催
し
ま

し
た
。『
べ
こ
餅
に
挑
戦
＆
夏
を
乗
り
切
る
お

酢
料
理
』
と
題
し
て
Ｊ
Ａ
職
員
が
講
師
を
務
め

た
講
習
会
は
「
簡
単
で
美
味
し
い
」「
今
度
、

家
で
も
作
っ
て
み
よ
う
」
と
参
加
し
た
女
性
部

員
に
好
評
で
し
た
。

一
般
社
団
法
人
家
の
光
協
会
が
出
版
す
る
雑

誌
や
、
書
籍
に
掲
載
さ
れ
た
料
理
を
作
る
講
習

会
。
雑
誌
、
書
籍
に
興
味
の
あ
る
方
は
最
寄
り

の
支
店
・
出
張
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
ご
と
う
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部

会
は
六
月
二
十
四
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
親
子
教

室
と
し
て
タ
イ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
し

た
。
円
形
の
土
台
に
タ
イ
ル
を
ボ
ン
ド
で
接

着
、
隙
間
を
セ
メ
ン
ト
で
埋
め
て
乾
燥
さ
せ

ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
完
成
デ
ザ
イ
ン
を
見
な

が
ら
、
真
剣
な
表
情
で
タ
イ
ル
を
貼
り
付
け

て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
セ
メ
ン
ト
を
塗
る

と
こ
ろ
ま
で
。
持
ち
帰
っ
て
セ
メ
ン
ト
が
固

ま
っ
た
ら
完
成
で
す
。
参
加
者
は
出
来
上
が

り
を
見
て
「
か
わ
い
い
」「
ま
た
作
り
た
い
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

夏夏を乗り切るおお酢酢料料理理‼‼
－JAごとう女性部『家の光』料理講習会－

繊繊細細なな作作業業にに集集中中
－JAごとうフレッシュミズ部会

親子教室（タイルコースター作り）－

わわかかめめとと
切切りり干干しし大大根根のの酢酢のの物物

揚揚げげななすすととカカリリカカリリ豚豚のの
トトママトトポポンン酢酢ササララダダ

べべここ餅餅

水水菜菜ととたたくくああんんのの
ののりり佃佃煮煮ああええ

豚豚肉肉ののピピククルルスス和和ええ

楽しく料理する女性部の皆さん

大津支部

上五島支部

和気あいあいと賑やかに

三井楽支部

富江支部
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編
集
後
記

住所：〒853‐0041 五島市籠淵町2450番地1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング 11時～15時
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：原則年中無休

も
う
す
ぐ
電
化
シ
ョ
ー
＆
農

機
・
自
動
車
展
示
会
（
7
月

15
・
16
日
）
で
す
ね
。
め
ぼ
し

い
商
品
は
チ
ラ
シ
に
あ
り
ま
し

た
か
？
購
入
予
定
の
あ
る
方
、

な
い
方
、
迷
わ
れ
て
い
る
方
、

思
惑
は
そ
れ
ぞ
れ
か
と
思
い
ま

す
が
、
当
日
は
是
非
と
も
会
場

へ
お
越
し
下
さ
い
。
チ
ラ
シ
と

実
物
で
は
印
象
が
違
う
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
し
、
思
い
が
け

な
い
商
品
と
の
出
会
い
も
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
誌
面
10
ペ
ー
ジ
掲
載

の
写
真
か
ら
伝
わ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
料
理
上
手
な
女
性
部

の
皆
さ
ん
が
美
味
し
い
料
理
を

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
提
供
す
る

『
お
食
事
コ
ー
ナ
ー
』
も
実
施

し
ま
す
。
直
売
所
内
の
『
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
』
も
営
業
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
さ
ぞ
か
し
頭
を

悩
ま
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
迷

う
く
ら
い
な
ら
ど
ち
ら
と
も
食

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
15
日
は
女

性
部
の
『
お
食
事
コ
ー
ナ
ー
』

16
日
は
直
売
所
内
の
『
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
』
順
序
は
逆
で
も
良

い
か
と
思
い
ま
す
。

（
竹
山
幸
弘
）

ごとう農業協同組合
●ＪＡごとう№.137 ●発行／ごとう農業協同組合 編集／総務部企画管理課 〒853-0041 五島市籠淵町2450番地1 �0959-72-6211

●http://www.ja-goto.or.jp ●印刷／（株）昭和堂

【本店】
〒853‐0041 長崎県五島市籠淵町2450
TEL0959（72）8211 FAX0959（74）5266

【上五島支店】
〒857‐4404 長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355‐7

TEL0959（52）2417 FAX0959（43）1955

平成30年度職員採用（平成30年4月）募集を開始しましたので、お知らせ致します。
「JAの事業内容」「募集要領」をご覧の上、ぜひ当組合の採用試験にチャレンジして下さい。
●募集要領

高校卒業見込みの方
筆記試験及び役員面接
JAごとう本店 会議室（長崎県五島市籠淵町2450番地1）

高卒
平成29年9月5日～9月15日
①履歴書 ②卒業証明書または卒業見込証明書 ③成績証明書
後日連絡（予定 一次・・・9月20日 二次・・・9月末）
総合職（事務職・技術職・営農指導員・畜産指導員）10名

応募期間
提出書類
試験日程
募集人員

応募資格
選考方法
試験会場

応募について

●待遇等（就業規則、給与規定による）

有り（勤続2年以上）

厚生年金、健康保険、労災保険、雇用保険

日曜・祝日
土曜（4週のうち2週）

お盆、年末年始

1年目は6ヶ月経過後10日間

退 職 金

加入保険

休 日

特別休暇

年次有給

五島市、新上五島町
※詳細は面接時に

①8：30～17：00
②8：30～12：00（土曜日）

高卒 143，000円
（残業代、諸手当は別途）

通勤手当、資格手当、特殊勤務手当、家族手当など

年1回

年2回（業績により期末手当あり）

勤 務 地

勤務時間

給 与
（基本給）

手 当

昇 給

賞 与

指導事業 農業経営技術の指導、生活改善指導 販売事業 農畜産物の加工・販売 購買事業 肥料・農薬・農機具などの

農業資材から、食料品・自動車・電器製品・日用品・ガス等の生活用品の取扱 信用事業 貯金の受け入れ、資金の貸付け等

共済事業 生命共済・建物更生共済・火災共済・こども共済・自動車共済・自賠責共済など 福祉事業 介護事業・旅行事業等

JAの事業内容

総務部総務課 人事担当 貞方
電話 0959‐72‐6211お問合せ
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